
行事等 ・夏祭りやクリスマスなど、季節ごとの創作活動。

家族支援
・連絡ノート、送迎時の会話などで情報共有をしま
す。不安や困りごとへの相談援助も行います。 移行支援

・学校等と情報交換や担当者会議を行い、就
学に向けての準備に取り組み、スムーズな移
行を目指す。

地域支援
・各関係機関（園や相談支援事業所、他の通所先）
との連携をはかり、お子様とご家族が安心して過ご
せる環境づくりに努める。

職員の質向上
・毎月の事業所会議実施
・虐待研修の実施
・研修会の参加と伝達講習

営業時間 9時～18時 送迎の有無 あり

支　援　内　容

本
人
支
援

健康
生活

・衣服の着脱、食事に必要な動作、排泄の自立など、基本的な生活動作を身に着けます。
・小さなサインから心身の異変に気づけるよう、観察を行います。
・1日の流れの説明などは視覚支援を用いるなど、分かりやすい方法で伝えます。

運動
感覚

・走る、ジャンプ、ケンケン、ボール投げ、掴む、潜る等の室内運動を行い、身体の使い方を学びます。
・はさみ、塗る、書く等の手先の動きから微細運動を養います。

認知
行動

・色や数字、物品など様々な概念獲得に向け、利用者様の特性や能力を観察し、課題の提供を行います。
・集団活動や製作活動にて、各感覚を刺激し興味の幅を広げることが出来るように支援します。

言語
コミュニケーション

・特性に応じた課題を設定し、読み書き能力の向上を図ります。
・音声指示を通じて、言葉の理解を養います。

人間関係
社会性

・思いに寄り添った言葉がけに努め、職員との良好な関係形成を図ります。
・遊びを通して、ルールや順番を守ることや、協調した関りを持てるように支援します。

支援方針
児童期、そして子どもたちの個々の特性を理解した早期の支援により、児童期の心身の発達を支えます。様々な経験からできるこ
とが増え、自信がつくことで将来への自立に繋がっていきます。ご家族への支援も、大切な役割の1つと考えています。

事業所名：多機能型わくわく 支援プログラム：児童発達支援 作成日：令和7年1月20日

法人理念 「やすらぎの陽だまり」を求めて


